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1. まえがき

　1950年代に自動車に初めて AMラジオが搭載されて以
来，電波，電磁場を応用したシステムが数多く搭載されて
きた。近年は，特に IT/ITS技術によってもたらされる安
心，安全，快適性能を支える基盤技術として，進展してい
る。これまでに製品化されている電波・電磁場応用システ
ムを放送受信系，社内外の無線通信系，車両制御系に分け
てその代表例を図 1に示す 1)。このように多くのシステム
が搭載されている。
　現在，地球温暖化などの環境問題や化石燃料の枯渇問題
に対し電気自動車 (Electric Vehicle: EV)や燃料電池車の開発
が，また自動運転に向けた安全支援や利便性，快適性を向
上させるシステムの開発が加速している。そこで本稿で
は，これらの中で電磁場を利用したシステムとして，(1)非
接触充電システム，(2)電磁場を利用したジェスチャイン
ターフェースの開発事例について紹介する。

2. 非接触充電システム

2.1	 非接触充電とは？

　現状の Plug-in Hybrid Vehicle (PHV)や EVは，家庭や職
場の駐車場で充電ケーブルを電源と車に接続して充電す
る。充電ケーブルによっては重いものもあり，女性や高齢
者には片手で作業しづらく，雨や雪などの悪天候の状況で
は手や衣服が汚れてしまうなどの不便が想定される 2)。非
接触充電は，図 23)に示すように地面に設置した送電装置
の上に車を停車するだけで，空間を隔てて車に充電する技
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図 1.　自動車の電波・電磁場応用機器の例 1)

図 2.　非接触充電システムのイメージ 3)
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